
馳BirdResear伽 恥_ @JapanBirdResearchAssociation

最近記録された日本における野生鳥類の感染症あるいはその病原体概要

平 山琢朗1・ 牛 山喜偉1・ 長 雄一2・ 浅川満彦1*

1.酪農 学園大学獣医学群 獣医学類 感染 ・病理学分野.〒069-8501北 海道江別市文京台緑町582番 地

2.北 海道立総合研究機構環境科学研究センター道東地区野生生物室.〒085-8588北 海道釧路市浦見2丁

目2-54釧 路総合振興局内

摘要 日本で記録された野鳥の感染症 ・寄生虫病の病原体を体系的に理解するこ

とは、保全施策においても重要なツールの一っである.そ こでこの総説では、ウ

イルス、細菌、真菌および原生生物性の病原体の記録情報についてまとめ、それ

らによる実際の疾病発生を回避する方策にっいて簡単に論述した.
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日本およびその周辺地域で報告された野生鳥類の感染症の発生状況把握は鳥類の保護活動

において重要であるとして,AsakawaetaL(2002)は1950年 代か ら2000年 代初頭までの

発生記録をまとめた.

その中で,ウ イルス性疾患のマレック病ウイルスやツル類封入体病はじめ とした顕著ない

くつかの事例を掲げ,将 来的に日本で発生する恐れのある大規模な野鳥の感染症に対処する

ように警告を発した.実 際 その刊行の後,鳥 インフルエンザやサルモネラ症な どの発生が

相次いだ(宇 根ほか2007,福 井 ・齊藤2013).こ のような背景から,2004年4月,酪 農学園

大学に保全医学の教育研究拠点,野 生動物医学センターWildAnimalMedicalCenter(以

下,WAMC)が 設立され,本拙稿連絡著者である浅川がWAMCの 施設担当として運営を担っ

てきた.WAMCで は様々な動物種を扱ってお り,そ のうち鳥類は約250種4151個 体の情

報が記録されている.こ れらの情報はWAMCか ら提供 される 『鳥類標本カタログ』に掲載

され,現 在,5巻 までが刊行済みで(浅 川 ・中村2002,浅 川ほか2006,吉 野ほか2008,2010,

平山ほか2014),こ れらに未登録の冷凍保存個体な ども加えると5,000個 体を超えるものと

予想 される.

このように,多 数の野鳥が搬入されることが常態化 しており,WAMCに おける疫学調

査の枠組み構築やリスク制御のための基盤資料が求められている.そ の一環 として,ま ず,

AsakawaetaL(2002)の 刊行後か ら2013年 までの間に日本で記録 された野生鳥類(一 部,

動物園などの飼育種含む)に おける感染症あるいはその病原体に関する疫学情報を概観する

ことにした.情 報入手の方法としては,日 本野生動物医学会や獣医師会で発行する学術誌 ・

学術集会要旨に掲載された個別文献のほか,CiNiiやPubmedな どの文献データベースをも

ちい,鳥 類や感染症,病 原体などのキーワー ド検索を行なうなどをして可能な限り収集 した.

当然ながら,関 連する学問分野が微生物学 ・寄生虫学の各分野(ウ イルス,細 菌,真 菌およ
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び原虫),病 理学および野生動物医学など極めて幅が広いので,見 落としや発生場所,検 出

部位の不正確な記述を含むことになろう.し たがって,本 稿は完成版ではな く,関 連情報の

収集 ・継続する契機としたい.

以下,疾 病あるいは病原体紹介の序列は原則としてAsakawaetal.(2002)の 付表に準じ,

ウイルス,細 菌,真 菌および原虫の順 とした(す なわち,ウ イルスを除 くタクサは,生 物5

界説に則った).感 染症の病原体にはプ リオンあるいは体細胞などに起因する疾病も含まれ

るが,野 鳥では確実な記録が入手できなかったため,Asakawaetal.(2002)と 同様に,本 稿

では除外した.最 近,哺 乳類(飼 育チータなどの肉食動物)の 事例では感染性があるとされ

るアミロイ ドについては,海 鳥の症例 として久保ほか(2005)に よるものがあるが,こ れも本

稿では扱わなかった.ま た,疾 病分類では中毒に入る細菌,真 菌および原虫が体内に形成 し

た毒素に起因よる疾病は,Asakawaetal.(2002)で は触れられているが,こ れまで新たな追

加情報が極めて少ないため(福 井2013,根 上2013,宇 根2013),今 回は除外した.以 上につ

いて,お もな分類学的な位置は表1に,個 別情報は附録に掲載した.

ウ イ ル ス 性 疾 患

DNAウ イ ルス と して,ポ ックス ウイル ス症 がオ ジ ロ ワシHaliaeetusalbicillaを は じめ,

ト ビMilvusmigrans,ド バ トColumhalivia,オ オ ジ ュ リンEmherizaschoeniclus,ス ズ メ

Passermontanus,ハ シ ブ トガ ラスCorvusmacrorhynchosお よ びハ シ ボ ソガ ラスC.corone

な どで相次いで確認 され(久 保 ほか2005,山 口 ほか2008,Saitoetal.2009,渡 辺 ほか2010,

福 井 ほか2013,宇 根2013).特 に,カ ラス類 のよ うに生活 圏が人間 生活 の場 と重 な る種 で

の事例 は社会的影 響が強 か った.ま た,ヘ ルペ スウイル ス科に よる疾病 と しては,2001年

10月 に,北 海 道宮島沼 でマガ ン.Aη5εア励 玩oη5か らマ レック病症例 が発見 された こ とか ら

(Asakawaetal.2013),2002年 か ら2010年 ま で,同 池お よび周 辺地域 で救 護 され 弊死 し

たマガ ン,オ オハ クチ ョウCygnusqygnus,コ ハ クチ ョウCcolumhianus,ミ ツ ユ ビカモメ

Rissatridactylaな ど計50個 体 がWAMCで 剖 検 された が,マ レック病症例 は発 見 されず,

本 州 で飼 育 され るガ ン類数 個体 を対象 に したPCR検 査 で も陰性 であ った(中 村 ほか2004,

吉 野 ・浅川2012).し か し、 日本 産カモ類 にお けるマレ ック病 ウイルス遺伝子の保有調査 で

は高率の陽性個 体が確 認 された(Murataetal.2007b,2012).ヘ ル ペスウイルス科 ウイルス

が野外で病変 と して見出された事例 として,ハ トヘル ペスウイルスの肝細胞核 内封入体観 察

事例があ ったが(久 保 ほか2005),調 べ られた270個 体 の うちの病変が見つか ったの は1個

体であ った.

RNAウ イ ル ス として は、 ロ タウ イル ス に対 す る抗 体 が ドバ トや カ ワウPhalacrocorax

carhoか ら得 られ(鈴 岡ほか2002,杉 山 ほか2006),ま た,ビ ロー ドキンクロMelanittafasca

か ら ウイルス(A型)が 分離 され た(平 山ほか2013).

2001年 か ら2007年 に ニ ューカ ッスル病 ウイルス(NDV)の 疫 学調査が実施 されて おり,

そ の調査 で一部 の飼育種 を含 むハ トやウな どか ら得 られ たNDVと 系統 的に近い鳥パ ラ ミク

ソウイルスの遺伝 的解析 が行 なわれた(Jahangiretal.2009,Maseetal.2009,Fujtmotoet

al.2010).最 近 では,2011年,和 歌 山県 で大量死 した ヒヨ ドリHypsipetesamaurotis3個 体

の うち,出 血性腸炎 の剖検所 見を呈 した1個 体 からオル トレオ ウイルス属のあ る種 が発 見さ

れた.そ の遺伝子型 はカナダ西海岸で トドの流産胎児 か ら分 離 された もの と欧州産 オウム類
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表1.本 文 で 扱 わ れ た おもな 病 原 体 の 分 類(Asakawaetal.2002よ り改 編)

Tablel.Classificationoftheinfectiousdiseasesdescribedinthisarticle(revisedfromAsakawaetal.2002)

DNAvirusdsDNAvims

FamilyPoxviridae

SubfamilyChordopoxvirinae

Avi()xyirus

FamilyHerpesviridae

SubfamilyAlphaherpesvirinae

Marek'sdiseasevirus

Pigeonherpesvirus

RNAvirusdsRNAvius

FamilyReoviridae

Rotav.:RotavirusA

RNAvirusssRNA-virus

FamilyParamyxoviridae

Subfa血lyParamyxovirinae

.4vulav.:Newcastlediseasev.

(=Avianparamyxovl),Avianparamyxov2,4

FamilyOrthomyxoviridae

Injluenzav.A:InfluenzaAv.

RNAvirusssRNA+virus

Flaviviridae

Flaviv.:(Mosqiuto-borne)WestNilev.

細 菌

OrderActinomycetales

SuborderActillomycineae

FamilyActinomycetaceae

ActinomycesSPP.

FamilyMycobacteriaceae

Mycobacteriu〃tgenavense

SuborderCorynebacterineae

FamilyCorynebacteriaceae

C∂リノnebacteriu〃1sp.

OrderChlamydiales

FamilyChlamydiaceae

Chla〃tydoρhilapsittaci

OrderBacillales

FamilyStaphylococcaceae

StaphylO(rOCCUSaureUS

StaphylOCOCCUSepidermidis

OrderClostridiales

FamilyClostridiaceae

Closγridiumperffingens

OrderCaml)ylobacterales

FamilyCampylobacteraceae

Campylol)acter/6/uniC。coliC。sp.

Helicobac旋lrsp.

OrderEnterobacteriales

Fa血lyEnterobacteriaceae

五Jsherichia(ioli

1)lesiomonasshige〃bides

SalmonellaentericaserovarTyphimuriumDT40

0rderVi'brionales

FamilyVibrionaceae

VibriocholeraeV.parahaemolytiCUS

真 菌

ClassEurotiomycetesSubclassEurotiomycetidae

OrderEurotiales

FamilyTrichocomaceae

Aspergilluslikefungi

FamilyArthrodermataceae

Trichophytonasteroids

原 虫

ClassTrichomonadea

OrderTrichomonadida

Tricho〃20nassp.Tetratrichomonassp.

ClassEopharyngea

OrderDiplomonadida

HexamitaSPP.

ClassKinetoplasteaSubclassMetakinetoplastina

OrderTrypanosomatida

Tr)tpanosomaSPP.

ClassGregarinea

Cりyptosporidiummeleagridis

ClassCoccidea

OrderEurococcidiorida

/itox(～ρlas〃lasp.

EimeriagruisE.reichenowE.uekiE.sp.

Sal℃o(rystissp.

TOX()plas〃iagondii

OrderPlasmodiida

Haemoproteussp.

Leuco(rytozoonlovatiムsp.

Plasmodiu〃2sp.」P.9α 〃ianceu〃t

OrderPiroplasmorida

Babesiasp.

から分離されたウイルス と系統的に近い とされたが(小 笠原ほか2013),こ れがこの事例で

の死因であるのか どうかは不明であった.

鳥インフルエンザが日本社会に与えた影…響は大きく,WAMCで も2004年 の創設時から

医用インフルエンザウイルス簡易試験キット(デンカ生研製 「クイ ックSイ ンフルA・B生 研」

または富士レビオ株式会社製 「エスプラインAイ ンフルエンザ」)で 検査 を実施 している.

2004年 に,高 病原性鳥インフルエンザ(HPAI)が 家禽で発生したことか ら,そ の前後に

死体分析を含むインフルエンザウイルス全般の疫学調査が体系的に実施された(Shengqing

etal.2002,Jahangiretal.2009,Fujimotoetal.2010,0kamatsuetal.2010, 伊藤2010,
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2012,Yamamotoetal.2011,Buietal.2012,Uchidaetal.2012,山 口 ほか2013).そ れ 以降

も毎年冬,全 国各地 に飛来 する野生鳥類の糞分析 が行 なわれ,高 病原性 を含む鳥 インフルエ

ンザ ウイルス の型別 の検 出率公表は もはや恒例 の こととな った(根 上2013).こ れ までに国

内ではナベヅルGrusmonacha,ク マ タカNisaetusnipalensisな ど を含む野鳥15種(付 録参照)

60個 体 か らHPAIウ イ ルスが検出 されてい る(福 井 ほか2013).

フ ラ ビウイル ス科であ るウエ ス トナイル熱 ウイルス(WNV)は 日本脳炎 ウイルス と近縁

であ るため,両 ウイルス を標 的に した調査が実施 されてい るが(Uchidaetal.2012),日 本

へのWNV侵 入 は証明 されてい ない.し か し,北 海道 で捕獲 され たカモ類(カ ルガモAnas

zonorhyncha,マ ガ モA.pZatyrhynchOS,オ ナ ガガモA.acutaお よび ヒ ドリガ モA.penelope)

の 血 液検査 で抗体陽性 が認 め られて お り(Saitoetal.2009,2011),も し,近 い将来,既 に

分布 してい るロシア沿海 州か ら日本 に侵入 を許せ ば,国 外で主要な媒介蚊であ るイナ トミシ

オカCulexinatomiiも 生 息 してい ることから(片 野 ほか2008),我 が 国 に定着す る可能性 が

高い.北 海道に この ウイルスが定着 した場合,野 外 のタンチ ョウGrusjoponensisが 約40年

以 内に絶滅す るシ ミュレーシ ョン結果 も提 出 された(大 沼ほか2010).

細 菌 性 疾 患

従来,ヒ トの食 中毒菌 と目 されていた大腸菌Esherichiacoliで あ るが,腸 管 出血性や組織

侵 入性 な どの病 原性大腸 菌 が ヒ トの新 興的感 染症 を引 き起 こす事 が社会 的に クローズ ア ッ

プ された ことが背景 にな り,東 京湾 に飛来,生 息す る多種の野鳥(コ サギEgrettagarzetta,

ハ シ ボ ソ ミズ ナ ギ ドリPuffi'nustenuirostris,ム ク ド リSpodiopsarcineraceus,ホ オ ジ ロ

Emherizacioides,オ ナ ガCyanopicaq〆anusな ど)に っ い て大 腸 菌 の体 系 的 な調 査 に加 え

(Kobayashietal.2009),ツ ル 類,カ ラス類,ハ ト類 およびニホ ンライチ ョウLagopusmuta

/aponicaな どで も調査 され た(FukuyamaetaL2003,Asaokaetal.2004,本 間 ほか2013,

Kitadaietal.2012).そ の 結果,今 まで の ところ,少 な くとも野鳥が その主要な媒介者 とす

る明確 な証拠 は見出され ていない.な お,AsaokaetaL(2004)で は,Actinomycesspp.や

PZesiomonasshigelloidesも ハ シブ トガ ラスCorvusmacrorhynchosか ら見出されているが,こ

の両種 にっいての病 原性 は定かではない.

2005年 か ら翌 年の冬期,札 幌市お よび旭 川市 で多数のスズ メPassermontanusの 死 体 が

見出 され,融 雪剤 によ る塩 中毒 と結論 されたが(Tanakaetal.2008),暁 嚢 に膿瘍 を伴 った

細菌性 炎症 が認め られ,ブ ドウ球 菌5taphylococcusaureusカS純 粋培養 的に分 離 された(浅 川

2006).Staphylococcus属 は 野鳥の致死性感染症の原因 として特定 され ることもあ り,最 近で

は,ラ イ チ ョウの皮膚潰瘍病 変か ら5,epidermidisが 検 出 されて いる(山 口ほか2003).大

量 死の原因を5almonellaTyphimuriumDT40感 染 とす る見解が提起 され(宇 根ほか2007),

地 域 と鳥種 をよ り広 げた継続検査が実施 され た(Kobayashietal.2007,三 部 ほか2008,仁

和 ほか2008,福 井 ほか2009,2010,Kitadaietal.2011,早 川 ほか2011,池 田 ほか2013,藤 井

ほか2012,藤 井 ・長2013).そ の 結 果,こ れ まで にスズ メの ほか トビ,ハ イ タカAccipiter

nisus,ツ ル 類,シ メCoccothraustescoccothraustesお よ びカワラ ヒワChZorissinicaで このサ

ルモネ ラ菌が見 出され た.傷 病個体では抗生物質 アンピシ リンへの耐性 をもっ ものが分 離 さ

れてい ることから(早 川 ほか2011),放 鳥 時 には検査 な どを実行す るな ど して(福 井 ・齊藤

2013),耐 性 菌蔓延 防止に留意する必要がある.
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Asakawaetal.(2002)で はClostridiumspp.に よ る腸 炎 につ い て触 れ られ て い る が,

AsaokaetaL(2004)に よ りハ シブ トガ ラス の詳細なC.peifringens感 染 に よる急性 出血性

腸 炎の症 例報 告が公表 され た.ま た,カ ラスは害 鳥 と して農薬 で殺滅 され る こ とがあ り,

時 に,社 会問題 化 され る.そ のた めに も,薬 物 中毒 と感染症 とを冷静 に鑑別 する対応 が望

まれ よう.こ の他 の細菌 の保有状況 と しては,散 発的 な疫学調査 でVihriocholeraeお よびV

paTahaemolyticusが 水 鳥類 か ら(渡 辺 ほか2002),CampylohacteTiel'uni,C.coli,Csp.あ るい

はHeZicohactersp.が カ モ類 や ドバ ト(川 森 ほか2004),救 護 された トビな どか ら(早 川ほ

か2011)見 っ かってい る.い ずれ も,ヒ トの食 中毒 あるいは感染性 胃炎/潰 瘍 ・胃癌 の リ

スクフ ァクターの原 因あるいはそれ に近縁 な細菌 であるこ とから,よ り体系的な細菌調査が

必要 であろう.ほ かに公衆衛生上問題 とな るのはオ ウム病 クラ ミジアChlamydophilapsittaci

で,最 近で はPCR法 を もちいた糞分析 に よりハ ト類,ヒ ヨ ドリ,フ クロウ5trixuralensis

な どで高率 に検 出され,野 鳥 での侵淫度 の高 さが再確認 され た(大 西 ほか2006).ま た,出

水平野 に飛来 したツル類 の糞便 からMycoplasmaspp.が 得 られてい る(佐 藤ほか2010).

抗 酸 菌,お そ ら くMycohacteriumgenavenseに よ ると考 え られ る集 団感染 が動物 園飼 育

のウス ユキバ トGeopeliacuneataで 報 告があ り(福 田ほか2008,宇 根2013),飼 育 舎での感

染事 例 も知 られ てい る(長 谷川2013).他 に,2013年1月,広 島市安佐 動物公園 で飼 育 さ

れ たカエデチ ョウ類51個 体で,仮 性結核 菌Yersiniapseudotuherculosis感 染 に よる大量死が

報告 され たが(野 田ほか2013),鳥 類 での この感染症 は希であ る.

真 菌 性 疾 患

前述 したように,HPAIの 発生により,野 鳥が家畜保健所で病性鑑定をされる機会が急

増 した.そ の中で真菌1生疾患が検出される事例も見出されるが,真 菌の種まで同定された例

は意外に少な く,石 本ほか(2007)の ハシボソガラスの所見のように 「アスペルギルス様真

菌の増殖」などの記録に留まる.し か し,情 報が格段に少ない状況では貴重な知見である

ことには間違いない.な お,動 物園水族館のペンギン類 ・ワシ類 ・ツル類におけるアスペ

ルギルス症の記録は比較的豊富で,こ れは浅川 ・北村(2003)で 解説されている.ま た、飼

育ペンギンではあるが,鳥 類では初めてとなるTrichosporonasteroidsに よる皮膚真菌症が

報告されている(村 田ほか2011).我 々の自験例としては,ウ トナイ湖および宮島沼で衰弱

していたオオハクチョウでアスペルギルス様真菌の増殖 した病変を数例,経 験している(浅

川 未報告).

原 虫 性 疾 患

鳥類 の原虫 性疾 患 と して は,Asakawaetal.(2002)で 列 挙 され てい るよ うに,ま ず 鞭

毛 虫 や アメ ーバ の グル ー プ(肉 質 鞭毛 虫 門)が あ るTiypanosoma,Hexamita,Histomonas,

Paアahistomonas,Monocercomonas,Trichomonas,Tetratアichomonas,Chilomastix,Entamoeha,

Endolimaxの 各 属が その病原体 として知 られ る.今 まで に剖 検事例含 め トリコモナス症 と

診 断され たものでは,Trichomonasお よびTetratrichomonasな どのほか,ヘ キサ ミタ類が含

まれ る可能性があ るが(西 森 ほか2009),必 ず しも特定は されて おらず,た とえば,石 本 ほ

か(2007)の ア ヒル剖 検例 もそれ に含 まれ るであ ろう.西 森ほか(2009)で はPCR法 を もち

いた鑑 別方を模索 したが,ヘ キサ ミタ類遺伝子 の特的なバ ン ドが得 られ なか った.し か し,
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味嚢内容物 の塗抹標本 による形態観察か ら,飼 育種 を含 めた来 院鳥類の過半 数はHexamita

属 を保 有 し,ト リコモ ナス類 は数%程 度であ った と してい る(西 森 ほか2009).両 原 虫 グルー

プに よる症状や予後な どの差異が野鳥各種で どの ように異な るのかな どはこれか らの課題 と

な ろ う.Trypanosomaspp。 は 血漿 中 に見 られ る鞭 毛虫類 で,WAMCで 行 な う血液検査 で

も時折検 出され るが(浅 川 未発表),寄 生率 は低 く(Nagata&Sodhi2003),病 原 性 も問

題視は されない.

一 方
,コ ク シジウム類 やマ ラ リア原 虫な どが所 属す るア ピコンプ レ ックス門 には,病 原

性 が高い種 が含 まれ るので,そ の疫学情報には注意を払いたい.特 に,鳥 類寄生性の代表属

として はAsakawaetal.(2002)で 紹 介 されてい るように,お もに消化管粘膜 や内蔵 ・筋肉

組織な どに寄生するEimeria,Isospora,Tyzzeria,Wenyonella,CaryospoTa,Cryptosporidium,

Sarcoqystis,ToxopZasma,AtoxopZasmaお よ びHepatozoonお も に 主 に赤 血 球 に 寄 生 す る

Haemoproteus,Leucocytozoon,Plasmodiumお よびBahesiaな どが ある.

前 者 では野生種(ス ズメ,カ ワラ ヒワお よび ムク ドリ;た だ し,成 鳥 では不顕性感染 が

主;宇 根2013)の み ばか りか,飼 育 ・繁 殖 され てい る希 少種カ ンム リシロム クLeucopsar

rothschildの 糞 か らAtoxoplasma属 の イ ソス ポ ラ型 オ ー シス ト(佐 藤 ほか2004,福 井 ほか

2006)と 弊 死個体 で貧食 細胞や肝細胞な どが観察 され た(植 田ほか2003,久 保 ほか2005).

Eimeria属 は 病 理 組織 診 断の コク シジ ウム 症 を含 め る とさ らに い くっ かの 普通 種 で の報

告 があ り(久 保 ほか2005,福 井 ほか2006,西 森 ほか2009),希 少 種 で は ヤ ンバ ル クイ ナ

GalliTallusokinazvaeの 糞 便 か らのEimeriasp.の オ ーシス ト,ニ ホ ンライ チ ョウの糞便 か ら

のE.uekiの 検 出事例があ り,そ の野 外での保 全施策 あるいは飼 育管理上,特 筆 され よう(椎

橋 ほか2005,佐 藤2011).同 じEimeria属 で もツル類では播種性内臓型 コクシジウムが警戒

されていた.そ して,2002年 夏,こ の疾病 の原 因コクシジウムE.reichenowお よびE.gruis

の オ ーシス トを見出 した(渡 辺 ほか2003).そ の 後,継 続調査 で その寄生率 は極めて高 い

ことが判明 し(Sarashinaetal。2006,上 田 ほか2008,Honmaetal.2011),さ らに遺伝子

分析 も行なわれ るな ど(Matsubayashietal.2005),短 期 間で関連研究 は多岐 にわた った.

また,オ ホー ツク海 沿岸 で大量死 したハ シボソ ミズナギ ドリPULtii'nustenuirostriの うち,1

個 体 の腎臓か らもこのタイプの コクシジウムが検出 された.こ の個体 はグラム陰性桿菌(お

そら くCOTynehacterium属)と 吸虫Renicola属 の 混合感染で,尿 細管 にオー シス トを貯留 し

た組織像を呈 した.し か し,片 側の腎臓は正常であ ったので,死 因 とは見なせなか った.ハ

シボ ソミズナギ ドリはニ ュー ジー ラン ドや タスマニア島か ら春期 に北海道近海で採食す るた

め に北 上す るが,豪 州 ではその直前 に コクチ ョウCygnusatratusで の 腎寄生 コクシジ ウム

症が散発的に起 きてお り(全 国家畜畜産 物衛 生指 導協会2007),そ の 発生地域付近で感染 を

して,日 本 に飛来 した可能性 もあ る(浅 川 ほか2008).

Cryptosporidium属 は ヒ トで激 しい下痢 を惹起 す る原 虫 として知 られ,鳥 類寄 生種C

meleagridisが 公 衆 衛 生上,問 題視 され て来 た が,最 近で は,野 外 の キ ジバ ト5treptopelia

orientalisか ら も見 出され ていたので(黒 木 ほか2006),救 護 収容個体な どで はその対応時,

手 洗い励行な どに注意を したい.5arcoq/stis属 は 馬肉の生食に よる食中毒で一般に も知 られ

る ようにな った が,こ の属原 虫の シス トは哺乳 類で よ く見っ かる.し か し,野 鳥(カ モメ

類,カ モ類,ハ ト類 ほかスズメ 目各種)で も,時 折,見 出 され ていた(久 保2006,Ejiriet

al.2008).ジ ビエ とい う形で野鳥肉の食利用時 には,寄 生が確認 された部分 を除去す るな ど
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の警 戒 が必要であ る.鳥 類で も散発 的に報 告 され るToxoplasma属 は(宇 根2013),野 鳥 で

の大規模疫学 調査 は稀 で,最 近 では,た とえば長野県産 ハ シブ トガ ラス およびハ シボ ソガ

ラスC.coroneを 対 象 に した寒河江 ・石 田(2010)で は約1割,帯 広市 内のマガモでは3割 程

度,宮 島沼 に飛来 したマガンでは2割 程度の抗体陽性が認め られた(Muraoetal.2008).

血 球 寄生 性原 虫で は,希 少種 シマフ ク ロウKetupahlakistoniや オ ジロ ワ シ ・オ オ ワ シ

HaliaeetuspelagicusでLeucocytozoon属 お よびHaemoproteus属 が 記 録 され た(久 田ほ か

2004,大 沼 ほか2007).ニ ホ ンライ チ ョウの生息 域内保 全 を主 眼 に した病原 体調査 で は,

LeUCO(ンtozoonlovatiの 日本 アル プス における地理 的および季節 的な消長 の報文が公表 され

た(MurataetaL2007a).Leucocytozoon属 で はオオ ヨシキ リAcrocephaZusarundinaceuと

コ ヨシキ リA .histrigiceps(Nagata&Sodhi2003),コ ノハズ クOtussunia,フ ク ロウ,ヤ

マ ドリSyrmaticussoemmerringii,ハ イ タカのほか,ス ズメ目各種(ム シクイ科,ヒ タキ科,

ヒ ヨ ドリ科,シ ジュウカラ科,エ ナガ科,ミ ソサザイ科,ア トリ科,カ ラス科各種及び外来

種 ソウシチ ョウLeiothrixluteaを 含 む)で 見出 された(Satoetal。2007,Imuraetal.2011,

TanigawaetaL2013).Haemoproteus属 もNagata&Sodhi(2003)の セ ッ カCisticola

7'uncidis,久 田 ほか(2004)の シ マフクロウ,仲 山磯 部(2004)の フ クロウ,ハ シブ トガラス,

ハ シブ トガ ラスな どか らの検 出事例 の後,希 少種 カラスバ トCoZπ 勅 α御 砺 伽 や ダイ トウ

メジロZosteTops/'aponicusdaitoensisを 含 めた各種 での報告が続 いてい る(萩 原 ほか2005,

Murataetal.2008b,Tanigawaetal.2013).最 近 の調査 では,Haemoproteus属 の ある種

の遺伝子型 ではハ シブ トガ ラス の飛 翔能力 に抑制的 に影 響を与 えていた とい う結果が あ る

(竹田ほか2013).さ ら にPlasmodium属 で も,Nagata&Sodhi(2003)の ウチヤマセ ンニ ュ

ウLocustellapleskeiで の 報告後,マ ガモ,ア オサギArdeacinerea,オ オ ヨシ ゴイIxohrgchus

eurhythmus,バ ンGallinulachloropusの ほ かスズメ 目各種(ウ グイスCettiadiphone,ル リ

ビタキTarsigercyanurUS,ミ ソサザイTroglodytestroglodytes,ヒ ヨ ドリ,ダ イ トウメジロ,

キ クイ タダキRegulusregulus,イ カ ルEophonapersonata,ス ズ メ な ど)で は未 同定種 が,

ま た,モ ズLaniushucephalusか ら はP.gaZZianceumが 見 出され た(Murataetal.2008b,

Ejirietal.2008,Imuraetal.2011,Tanigawaetal.2013).な お,彼 らの詳細な血液原虫調

査 によ り,鳥 類では大変珍 しいBahesia属 原 虫 も見出されてい る(八 重 山諸 島産 カ ンム リワ

シSpilomischeela,Murataetal.2008a).

まとめ

野鳥感染症の病原体というと,ま ず,HPAIウ イルスが想起されるが,本 稿で概観 した

ように,実 際には多様なものが報告されている.し かし,す べてがバイオ ・リスク上,管

理対象の病原体となるわけではない.感 染症は病原体,宿 主および環境の合作であるので,

少な くとも,病 原体にっいてはそれぞれの生態学および疫学的背景を熟知し,適 切に対処

する姿勢,す なわち,正 しくおそれる必要があろう.
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Web資料 1.  鳥類種別の記録病原体情報．　

Electronic Appendix 1. Recorded diseases of each bird species. 

分類(宿主目) 宿主種 病原体名 病原体分類 病原体の種類 地域、地方 事例 検出部位

キジ目 ライチョウ コクシジウム 原虫 Eimeria　 ueki  佐藤 2011
ライチョウ ロイコチトゾーン 原虫 Leucocytozoon lovati 長野、新潟、岐阜、山梨 Murata et al. 2007a、Sato et al. 2007
ライチョウ サルモネラ菌 細菌 Salmonella epidermidis 富山 山口ほか 2003 皮膚潰瘍病変

カモ目 オオハクチョウ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 北海道 Okamatsu et al. 2010,伊藤 2010
オカヨシガモ 鳥パラミクソウィルス ウイルス 山陰 Fujimoto et al. 2010
オカヨシガモ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
オシドリ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 高知、長崎、大分、宮崎 伊藤 2012
オナガガモ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 北海道 伊藤 2012
オナガガモ 鳥インフルエンザウィルス ウイルス 島根 Shengqing et al. 2002 糞便

オナガガモ 鳥パラミクソウィルス ウイルス 山陰 Fujimoto et al. 2010
オナガガモ トキソプラズマ 原虫 北海道 Murao et al. 2008 抗体価

カモ類 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 北海道 伊藤 2012, 福井ほか 2013 糞便

カモ類 サルモネラ菌 細菌 Salmonella enterica 北海道 藤井・長 2013 糞便

カモ類 カンピロバクター菌 細菌 Campylobacter jejuni 川森ほか 2004
カモ類 カンピロバクター菌 細菌 Campylobacter coli 川森ほか 2004
カモ類 ヘリコバクター菌 細菌 Helicobacter sp. 川森ほか 2004
カモ類 腸炎ビブリオ 細菌 Vibrio parahaemolyticus 渡辺ほか 2002
カルガモ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
カルガモ トキソプラズマ 原虫 北海道 Murao et al. 2008
キンクロハジロ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 福島 伊藤 2012
キンクロハジロ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 鳥取、島根、山口 伊藤 2012
コガモ 鳥インフルエンザウイルス ウイルス 山陰 Fujimoto et al. 2010
コハクチョウ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 福島、鳥取、山口 伊藤 2012
コハクチョウ 鳥インフルエンザウィルス ウイルス 島根 Shengqing et al. 2002, Fujimoto e 糞便

コハクチョウ 鳥パラミクソウィルス ウイルス 山陰 Fujimoto et al. 2010
コブハクチョウ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 富山、兵庫 伊藤 2012
スズガモ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 北海道 伊藤 2012
スズガモ 住肉胞子虫 原虫 千葉 久保 2006 糞便

ヒドリガモ トキソプラズマ 原虫 北海道 Murao et al. 2008
ホシハジロ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 兵庫、鳥取、島根 伊藤 2012
マガモ 鳥インフルエンザウィルス ウイルス 鳥取 Shengqing et al. 2002 糞便

マガモ 鳥パラミクソウィルス ウイルス 山陰 Fujimoto et al. 2010
マガモ 非病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス Yamamoto et al. 2011
マガモ トキソプラズマ 原虫 北海道 Murao et al. 2008
マガモ 鳥マラリア 原虫 対馬 Tanigawa et al. 2013 血液

マガン 鳥インフルエンザウィルス ウイルス Shengqing et al. 2002 糞便

マガン 鳥パラミクソウィルス ウイルス 山陰 Fujimoto et al. 2010
マガン ニューカッスル病ウイルス(NDV) ウイルス Shengqing et al. 2002 糞便

マガン ヘルペスウィルス ウイルス 北海道 Asakawa et al. 2013
マガン トキソプラズマ 原虫 北海道 Murao et al. 2008 抗体価

水鳥類 コレラ菌 細菌 Vibrio cholerae 渡辺ほか 2002
カイツブリ目 カイツブリ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 兵庫、宮崎 伊藤 2012

カンムリカイツブリ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 兵庫 伊藤 2012
ハト目 アオバト 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009

ウスユキバト マイコバクテリウム 細菌 Mycobacterium genavense 展示下 福田ほか 2008, 宇根 2013 肺およびその他多臓器

カラスバト ヘモプロテウス 原虫 Haemoproteus  sp. 沖縄 萩原ほか 2005
カワラバト 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009



キジバト 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
キジバト クリプトスポリジウム 原虫 Cryptosporidium 　meleagridis 関東 黒木ほか 2006
キジバト 住肉胞子虫 原虫 千葉 久保 2006 糞便

キジバト ヘモプロテウス 原虫 Haemoproteus sp. 対馬 Tanigawa et al. 2013
ドバト ロタウィルス ウイルス 岐阜 杉山ほか 2006
ドバト ロタウィルス ウイルス 岐阜 鈴岡ほか 2002 抗体価

ドバト カンピロバクタ― 細菌 Campylobacter jejuni 川森ほか 2004
ドバト オウム病 細菌 Chlamydophila psittaci 大西ほか 2006
ドバト コクシジウム 原虫 千葉or埼玉 西森ほか 2009 糞便orクロアカスワブ

ドバト トリコモナス 原虫 Trichomonas sp. 千葉or埼玉 西森ほか 2009 糞便orクロアカスワブ

ドバト クリプトスポリジウム 原虫 Cryptosporidium 　meleagridis 関東 黒木ほか 2006
ハト ニューカッスル病ウイルス(NDV) ウイルス 東北 Jahangir et al. 2009 糞便

ハト ヘルペスウィルス ウイルス ハトヘルペスウィルス 久保ほか 2005 肝臓（病理）

ハト 大腸菌 細菌 ベロ毒素産生性大腸菌 神奈川 Fukuyama et al. 2003
ミズナギドリ目 ハシボソミズナギドリ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009

ハシボソミズナギドリ コクシジウム 原虫 北海道 浅川ほか 2008 腎臓（病理）

コウノトリ目 アオサギ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 大分 伊藤 2012
アオサギ 鳥マラリア 原虫 対馬 Tanigawa et al. 2013 血液

オオヨシゴイ 鳥マラリア 原虫 対馬 Tanigawa et al. 2013 血液

コサギ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
カツオドリ目 カワウ ロタウィルス ウイルス 神奈川、群馬 杉山ほか 2006 抗体価

カワウ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
カワウ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009

ツル目 タンチョウ コクシジウム 原虫 上田ほか 2008
ツル サルモネラ菌 細菌 Salmonella enterica 鹿児島 Kitadai et al. 2013 糞便

ツル サルモネラ菌 細菌 Salmonella 　 Typhimurium 鹿児島 Kitadai et al. 2013 糞便

ツル類 コクシジウム 原虫 Eimeria reichenow およびE. gruis 北海道 渡辺ほか 2003 糞便

ツル類 コクシジウム 原虫 Eimeria reichenowi 北海道 Sarashina et al. 2006, 上田ほか 2 糞便

ツル類 コクシジウム 原虫  Eimeria gruis Matsubayashi et al. 2005, Honma 内臓臓器(病理)

ツル類 コクシジウム 原虫  Eimeria gruis Matsubayashi et al. 2005, Honma 内臓臓器(病理)

ナベヅル 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 鹿児島 伊藤 2012
ナベヅル 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 鹿児島 福井ほか 2013
バン 鳥マラリア 原虫 対馬 Tanigawa et al. 2013
ヤンバルクイナ コクシジウム 原虫 Eimeria sp. 沖縄 椎橋ほか 2005

アマツバメ目 アマツバメ コクシジウム 原虫 千葉or埼玉 西森ほか 2009 糞便orクロアカスワブ

チドリ目 セグロカモメ 住肉胞子虫 原虫 Sarcocystis sp. 千葉 久保 2006 糞便

ユリカモメ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 鳥取 伊藤 2012
ユリカモメ 住肉胞子虫 原虫 千葉 久保 2006 心臓

ユリカモメ 住肉胞子虫 原虫 千葉 久保 2006 心臓

タカ目 オオタカ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 栃木 伊藤 2012
オジロワシ ポックスウィルス ウイルス 北海道 Saito et al. 2009, 渡辺ほか 2010 皮膚

オジロワシ、オオワシ ロイコチトゾーン 原虫 北海道 久田ほか 2004, 大沼ほか 2009 抗体価

オジロワシ、オオワシ ヘモプロテウス 原虫 北海道 久田ほか 2004, 大沼ほか 2010

カンムリワシ バベシア 原虫 Babesia sp. 八重山諸島 Murata et al. 2008a 血液

クマタカ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 熊本 福井ほか 2013, 伊藤 2010 気管、クロアカ

トビ サルモネラ菌 細菌 高知 早川ほか 2011 糞便

トビ カンピロバクタ― 細菌 高知 早川ほか 2011 糞便

ハイタカ 鳥マラリア 原虫 対馬 Tanigawa et al. 2013
ハイタカ ロイコチトゾーン 原虫 対馬 Tanigawa et al. 2013

フクロウ目 コノハズク ロイコチトゾーン 原虫 Sato et al. 2007



シマフクロウ ロイコチトゾーン 原虫 北海道 久田ほか 2004, 大沼ほか 2007 血液

シマフクロウ ヘモプロテウス 原虫 北海道 久田ほか 2004, 大沼ほか 2008 血液

フクロウ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 徳島 伊藤 2012
フクロウ オウム病 細菌 Chlamydophila psittaci 大西ほか 2008

フクロウ ロイコチトゾーン 原虫 Sato et al. 2007
フクロウ ヘモプロテウス 原虫 Haemoproteus sp. 仲山・磯部 2004

ハヤブサ目 ハヤブサ 高病原性鳥インフルエンザウィルス ウイルス 青森、栃木、愛知、京都,鳥取、長崎、宮
崎

伊藤 2012

スズメ目 アトリ ロイコチトゾーン 原虫 対馬 Tanigawa et al. 2013
ウグイス 鳥マラリア 原虫 埼玉  Imura et al. 2011
ウグイス ロイコチトゾーン 原虫 埼玉  Imura et al. 2011
ウソ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉  Imura et al. 2011 血液

ウチヤマセンニュウ 鳥マラリア 原虫 Plasmodium Nagata and Sodhi 2003 血液

エナガ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

オオジュリン ポックスウィルス ウイルス Avipoxvirus 鳥取、千葉 山口ほか 2008 眼周囲、足蹠上皮

オオヨシキリ 鳥マラリア 原虫 Plasmodium 茨城 Nagata and Sodhi 2003 血液

オオヨシキリ ロイコチトゾーン 原虫 Nagata and Sodhi 2003
オナガ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
カラス 大腸菌 細菌 ベロ毒素産生性大腸菌 神奈川 Fukuyama et al. 2003
カラス類 サルモネラ菌 細菌 Salmonella　 enterica 北海道 藤井・長 2013 糞便

カワラヒワ サルモネラ菌 細菌 Salmonella Typhimurium 北海道 福井ほか  2010
カワラヒワ サルモネラ菌 細菌 Salmonella Typhimurium 北海道 福井ほか  2010
カンムリシロムク アトキソプラズマ 原虫 Atoxoplasma sp. 飼育下 佐藤ほか 2004

キクイダタキ アトキソプラズマ 原虫 Atoxoplasma  sp. 対馬 Tanigawa et al. 2013
クロジ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

コガラ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

コヨシキリ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

スズメ ポックスウィルス ウイルス u 久保ほか 2005 両肢（病理）

スズメ ブドウ球菌 細菌 Staphylococcus 　 aureus 北海道 浅川 2006 嗉嚢に膿瘍

スズメ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
スズメ サルモネラ菌 細菌 Salmonella Typhimurium 北海道、関東 宇根ほか 2007, 三部ほか 2008, 糞便、足蹠

スズメ コクシジウム 原虫 千葉or埼玉 西森ほか 2009 糞便orクロアカスワブ

スズメ コクシジウム 原虫 Atoxoplasma 　 sp. 福井ほか 2006
スズメ クリプトスポリジウム 原虫 Cryptosporidium 　 sp. 関東 黒木ほか 2006 腎臓

スズメ 鳥マラリア 原虫  Plasmodium gallinaceum 南大東島 Murata et al. 2008b 心臓、骨格筋

スズメ トキソプラズマ 原虫 宇根 2013
スズメ 鳥マラリア 原虫 Plasmosium sp. 南大東島 Murata et al. 2008b 血液

センダイムシクイ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011
ソウシチョウ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

ツグミ 住肉胞子虫 原虫 千葉 久保, 2006 心臓

ツバメ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
ハクセキレイ コクシジウム 原虫 千葉or埼玉 西森ほか 2009 糞便orクロアカスワブ

ハシブトカラス クロストリジウム菌 細菌 Clostridium perfringens 群馬 Asaoka et al. 2004 腸管

ハシブトカラス プレジオモナス菌 細菌 Plesiomonas shigelloides 群馬 Asaoka et al. 2004
ハシブトガラス ポックスウィルス ウイルス 北海道 福井ほか 2013
ハシブトガラス アクチノマイセス菌 細菌 Actinomyces sp. 群馬 Asaoka et al. 2004
ハシブトガラス プレジオモナス菌 細菌 Plesiomonas shigelloides Asaoka et al.  2004 
ハシブトガラス サルモネラ菌 細菌 Salmonella 　 Infantis 北海道 藤井ほか 2012 腸内容物、足表面

ハシブトガラス サルモネラ菌 細菌 Salmonella 　 Typhimurium 北海道 藤井ほか 2012 足表面

ハシブトガラス トキソプラズマ 原虫 Toxoplasma gondii 長野 寒河江・石田　2010



ハシブトガラス ロイコチトゾーン 原虫 Sato et al. 2007
ハシボソガラス ポックスウィルス ウイルス 宇根 2013
ハシボソガラス ポックスウィルス ウイルス 北海道 福井ほか 2013
ハシボソガラス サルモネラ菌 細菌 Salmonella braenderup 北海道 藤井ほか 2012 足表面

ハシボソガラス サルモネラ菌 細菌 Salmonella 　 Infantis 北海道 藤井ほか 2012 腸内容物、足表面

ハシボソガラス アスペルギルス 真菌 滋賀 石本ほか 2007 肺、脾、腎、消化管

ハシボソガラス トキソプラズマ 原虫 Toxoplasma gondii 長野 寒河江・石田 2010
ハシボソガラス ロイコチトゾーン 原虫 Sato et al. 2007
ハシボソガラス ロイコチトゾーン 原虫 対馬 Tanigawa et al. 2013
ヒガラ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

ヒヨドリ オウム病 細菌 Chlamydophila psittaci 大西ほか 2007

ヒヨドリ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
ヒヨドリ コクシジウム 原虫 千葉or埼玉 西森ほか 2009 糞便orクロアカスワブ

ヒヨドリ クリプトスポリジウム 原虫 Cryptosporidium sp. 関東 黒木ほか 2006 糞便

ヒヨドリ 鳥マラリア 原虫 対馬 Tanigawa et al. 2013
ホオジロ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
マミジロ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

ミソサザイ 鳥マラリア 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

ミソサザイ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

ムクドリ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
ムクドリ コクシジウム 原虫 千葉or埼玉 西森ほか 2009 糞便orクロアカスワブ

ムクドリ コクシジウム 原虫 Atoxoplasma sp. 展示下 植田ほか 2008 肝臓、脾臓

メジロ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009
メボソムシクイ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

モズ ロイコチトゾーン 原虫 Leucocytozoon fuscanu 南大東島 Ejiri et al. 2008 心臓、骨格筋

モズ 鳥マラリア 原虫 Plasmosium gallianceum 南大東島 Murata et al. 2008b
モズ 鳥マラリア 原虫 Plasmosium gallianceum Nagata & Sodhi 2003 血液

ルリビタキ 鳥マラリア 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

ルリビタキ ロイコチトゾーン 原虫 埼玉 Imura et al. 2011 血液

ペンギン目 イワトビペンギン トリコスポロン 真菌 Trichosporon asteroids 飼育下 村田ほか 2011 両足脚鱗部

インコ目 コザクラインコ 大腸菌 細菌 Esherichia coli 東京湾 Kobayashi et al. 2009


